
はじめに

　この「インターネット広告用語統一プロジェクト」は、

W e b広告研究会からインターネット広告推進協議会へ

の共同作業の呼びかけにより発足しました。インターネッ

ト広告関係者がビジネス上で使用するいわゆる業界専

門用語に関して、その定義、概念に齟齬、誤解を生じるこ

とのないように共通の認識を確認するためのものです。

　ここではインターネットという環境を利用する上で、「基

本的な概念共有を要する用語」と「インターネット広告の

広告スペース取引に関する用語」とに分け、それぞれ代表

的かつ定義の必要性があると思われる用語について取

り上げています。もちろんこれ以外にも多くの用語があり、

また新しい用語が次々に登場してくるものと思われます。

今回は第一回目の試みとして現状必要と思われる用語

の抽出と定義を行いました。今後、今回取り上げなかった

用語定義や、定義の見直しが必要となる可能性もあるこ

とを考慮し、Web広告研究会とインターネット広告推進

協議会の共同作業として、より発展させていきたいと考

えております。
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domain（ドメイン）

page（ページ）、Webページ

page-view（ページビュー）、ページビュー数
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ターゲティングメール広告

テキスト広告

アドネットワーク

ローテーション
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サイズ
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インプレッション

クリック（クリック数）

基本的概念共有を要する用語

基本的概念共有を要する用語

広告スペース取引に関する用語
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【TOPIC ： Webマーケティング、Web広告】
技術的な定義では、通常はWebと電子メールは別々の仕

組みをもったメディアとして区別して用いる。しかし、広告・

マーケティング用語としては、この区別は今日あまり適切

ではない。例えば、ブラウザで利用できる「Webメール」は、

Webの範疇にある。また実際には、メールを組み合わせた

Webサイト構築も一般的となり、さらにHTMLメールの普

及に伴い、電子メールとWebの表現上の境界も曖昧にな

りつつある。今日、厳密な技術的な定義とは別に、マーケ

ティング目的で用いる広義のWeb解釈としては、メール

の活用も内包しているものと捉えるべきであろう。

【技術解説 ： Web（ウェブ）】
インターネット及びイントラネットの標準のドキュメント。

1994年に欧州核物理学研究所における所内の論文用シ

ステムとして開発されたのが原型で、W3Cがその標準化

を担っている。基本的にはHTML（Hyper Text Markup 

Language）を使用することで、文書を論理的にくみたて

て記述し、また画像や音声など文字以外のデータを組み込

み、さらには他の文書へのジャンプ機能（ハイパーリンク）を

埋め込むことが可能になっている。閲覧はブラウザによっ

て可能になる。記述された文書の解釈もブラウザに依存す

るものが多いため、表示内容はブラウザによって異なる場

合がある。

【関連語：Webサイト】
We bの中において、その機能にしたがって一まとまりにで

きる単位を「Webサイト」という。書籍、もしくは店舗のメタ

ファーとして考えた場合、一つの冊子、一つの店舗にまとめ

られるドキュメント及びそれに付随するコンテンツの集合

である。一般には「サイト」と略される場合も多い。

ＷＷＷ（World Wide Web）の略。インターネット及びイン

トラネット※1の標準のドキュメント（文書閲覧）システム

として用いられ世界中に広まったところから、広告・マー

ケティング用語としては「コミュニケーション目的で用い

られるインターネット（イントラネット）」「インターネット・

メディア」とほぼ同義で扱われる場合が多い。通常Webの

基本的な解釈には、電子メール、インターネットメール（電

子メールからパソコン通信によるメールを除いたもの）

を含まない。

Web （ウェブ）
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　技術解説 ： W e bサイト

Webによって公開される文書（HTML他）を格納するイン

ターネット・サーバーのことを意味し、サーバーのある場

所（siteは英語で場所のこと）を示すが、「サイト」と単独で

用いた場合には、コンピュータシステム全体、さらにはネッ

トワークで結ばれたコンピュータ群全体を指す場合もある。

Webサイトには、一連のWebページ、画像・音声・アプリケ

ーションなど、ブラウザや専用ツールを用いてアクセスで

きる全てのデータが含まれると考えるべきである。

　ＴＯＰＩＣ ： 単一のＷｅｂサイトの境界

同一サーバー内のデータが複数のWebサイトに分割さ

れたり、逆に複数サーバーに跨って、複数ドメインによって

単一のWebサイトが構成される場合もありうるので、単一

のWebサイトの境界をどこで引くかという問題の解釈は

非常に難しく、現状はサイト所有者の宣言に委ねられてい

る。このような場合専らユーザーにサイトの単一性を示

す手段としてデザイン、体裁の統一が図られるケースが

多い。企業の場合、自社が所有するWebページその他を

全てまとめて、単一のWebサイトの上位概念として「自社

サイト」と称することが一般的である。また、オーディエン

ス・メジャメント機関※2では自社サイトの管理単位として、

「プロパティー」という用語を用いる場合もある。

【技術解説 ： domain（ドメイン）】
ドメイン名はインターネットに接続されているコンピュータ

を識別する「住所」にあたるものである。本来は一台一台の

コンピュータに割り振られた数字の羅列であるＩＰアドレス

※3で管理されているが、覚えにくいためアルファベットと

数字で何らかの意味を表す「別名＝ドメイン名」を設け、

DNSというシステムでＩＰアドレスと対応付けを行うことで

世界的に運用されている。

【関連事項 ： ドメインの階層と管理】

ドメインは階層構造※4をもち、この構造を用いて所在地、

組織種別、組織名が表示されるよう構成されている。一般に

com、orgなどの国際ドメイン（gTLD）ではセカンドレベル

で組織名を表示するが、jp、ukなどの国別ドメインではセカ

ンドレベルで組織の種類を示し、組織名をサードレベルに

表示する場合と、セカンドレベルで組織名を表示する場合

とがある。ドメイン名の衝突を防ぐため、ドメイン名の管理は

ICANNが一元管理しており、下部組織である各国のNICが

割り当て業務を行う。

　T O P I C ： ドメイン名の活用

ドメイン名は、ある種の「意味」を表すことから、広告・マーケ

ティング的な観点から非常に重要なものとなっている。本来、

日本国内においてドメイン名は事業・組織単位に割り振るも

のという原則から始まり、そのために同名企業間や意図的に

有名企業名を取得する者によるトラブルが絶えなかった。こ

れらの問題の解決には今後とも関係者による努力が必要で

ある。一方、ドメイン名を必ずしも企業・事業名と一致させず、

広告コピー的に「コミュニケーション上のアイ・キャッチャー」

として用い、成功するケースも増えてきている。また、サイト

内におけるユーザビリティー※5の観点、さらにはログト

ラッキングの観点からも、特にサードレベル以下、いわゆ

るサブドメイン（組織名の下の階層、もともとは個々のコン

ピュータ名に該当するホスト名と呼ばれた）の名称や、「／（ス

ラッシュ）」以下のディレクトリの名称を管理しやすくつける

ことでわかりやすくすることも重要となっている。

ドメインそのものは、技術的にはネットワーク環境下にお

けるまとまり（管理単位）を表すことばであるが、広告・マー

ケティング用語として用いる場合は、ドメイン＝ドメイン名

を表している場合が多い。

domain （ドメイン）

※1　イントラネット

インターネットの標準技術（WWWやT C P / I Pなど）を、社内・組織内

などの限定された環境に限って構築したネットワーク。普及した技術

を使うことで迅速に安定性の高い環境を構築できる上に、インター

ネットの親和性も高い。

※2　オーディエンス・メジャメント機関

独自のモニターを保有し、インターネットの視聴率にあたるWebサイト

のアクセス規模を測定したデータを提供する調査機関。

※3　ＩＰアドレス

インターネットやイントラネットに接続されたサーバー、クライアント、

ルータなどの機器一台一台に割り振られた3 2ビットの数値による機器

特定のための固有の番号。「210 . 210. 2 2 . 210」の様に3桁×4区切の

数値で表す。

※4　ドメインの階層構造

「.（ドット）」で区切られた右からトップレベル、セカンドレベル･･･と呼ぶ。

※5　ユーザビリティー

ソフトウエアやＷｅｂサイトの「使いやすさ」の意味。操作の簡便さ、効率

のよさ、戸惑いやストレスを感じさせないわかりやすさを施すことが必

要である。
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Ｗｅｂにおけるアクセス・カウント単位の一つ。ブラウザに

よって一回にリクエストされ、サーバーから読み出される

Ｗｅｂページを1ページビューとカウントする。

page-view（ページビュー）、ページビュー数

【技術解説 ： ページビューカウントの様々な方法】

クライアントのブラウザに表示されたページ回数はブラウ

ザの状況に依存するので、実際はサーバーから読み出され

ても、表示されないページもありうる。また、キャッシュから

読みだされるページもあり、サーバー側からはこれらの表

示回数はわからない。このようにページビューのカウント

はクライアント側における測定とサーバー側における測定

の数値は一致しない。したがって、実際ページビューカウン

トは、その目的に応じて自社のサーバーでの実測値に加え

て、様々な調査方法を使い分け、もしくは組み合わせて行

う。一般に、オーディエンス・メジャメント機関では、カウン

トするためのプログラムが埋め込まれたサンプルクライア

ントによる拡大推計値を用いて発表している。この他、表

示されるページに全数カウントを行う仕組みを埋め込む

方法、プロキシサーバー※8を利用し、中間地点での測定

を行う方法などもある。

　関連語 ： hit（ヒット）、ヒット数

Ｗｅｂページを構成する、文書、画像、音声などの個々の素材

を、ファイル単位でカウントする方法。Ｗｅｂページに内包さ

れるファイル数はまちまちなので、マーケティング的なカウ

ント単位としてはあまり意味をなさず、使用されない。

　TOPIC : ページビューカウントの標準化問題

ページビューカウントの方式を標準化するためには、Ｗｅｂ

ページの定義に基いて、様々なページの表示形態について

の測定ルールが定められなければならない。例えば、「一

つのブラウザの範囲に収められるページは、フレームが用

いられ、別々のサーバーから配信されていても、1ページ

ビューとカウントする」、「リダイレクトページ※9の使用は、

技術的な観点からは読み出されたページ（ＵＲＬ）は各々1

ページビューとカウントされるが、コンテンツ（文書、画像な

どのデータ）のないページや瞬時に強制的にジャンプして

しまうページはマーケティング的な観点からは本来カウ

ントすべきではない」等。自社サーバーカウントをベース

としたページビューの数値の公表に際しては、これらペー

ジ測定基準もあわせて表示すべきである。

クライアント側で、利用者の意思によって完全な表示がさ

れなかった（すなわち、閲覧されなかった）ページを1ペー

ジビューとカウントすべきか否かという議論があるが、完

全な表示および閲覧が起こらなかったにせよ、他のページ

へのジャンプもしくは「ブラウザを閉じる」、「前のページに

戻る」などそのページの表示上において何らかのアクショ

ンが起こったものと考えられる故カウントすべきである。

ページの閲覧状況については、滞在時間等、ページビュ

ーとは別の指標を用いて検討すべきである。

広告の配信単位は「インプレッション」を用い、ページビュー

とは区別するべきである。なぜならば、タイムローテー

ション※10やポップアップ※11等、必ずしも広告の掲示は、

ユーザーリクエストによって動作する同一ブラウザ内に

おけるＷｅｂページの表示と一体に行われるものとは限

らないからである。

※8　プロキシサーバー

インターネットと企業等の内部ネットワークとの境界において（通常

ファイアウォール上において）直接インターネットに接続できない個々

のクライアントの代理として機能する一方、インターネットから内部へ

の通信を遮断するサーバー。

※6　フレーム（機能）

複数のＵＲＬでページを構成・設計するための技法。フレームによりページ

は分割表示され、独自に機能する。目次やガイド・ナビゲーションに用いら

れることが多い。

※7　ポップアップウインドウ

表示されているテキストリンクをクリックしたりブラウザのボタンで新た

なページをリクエストした際に、当該ブラウザ内で新たなページが開か

れる動作に加え、新たに別の小さなブラウザがひらくこと。

Webを用いて、公開される文書の単位。通常ブラウザに

よって一度に表示されるまとまりを１ページとする。

page（ページ）、Webページ

【技術解説 ： 単一のWe bページの範囲】
画像・音声等の文書以外のファイルも通常このページの中

に内包されるものとして扱う。フレーム※6等で分割された

ページも、単一ブラウザ内に表示される限りにおいては同

一ページ内に属するものと考える。一方、同時に表示され

ても、ポップアップウインドウ※7など、別のブラウザが立ち

上がるものに関しては、別のページと考える。

【TOPIC ： Webページとホームページ】
一般に用いられる「ホームページ」ということばは本来、

Ｗｅｂサイトを構成する複数のＷｅｂページの内の表紙・

目次・玄関口にあたるものを指す名称である。ホームペー

ジという名称を用いると、Ｗｅｂサイト全体を指すのかトッ

プページを指すのかが不明瞭になることから、「Ｗｅｂサイト」

－「Ｗｅｂページ」－「トップページ」と称した方がわかりやすい。
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Webにおける、アクセス・カウントの単位のひとつ。延べ

訪問者数のこと。

v is i t（ビジット）

【技術解説 ： ビジットの分割】

但し1ビジットは、同一Webサイト内における「連続した

Webページの閲覧・読み出し（＝セッション）」を対象に

カウントするので、例えばあるWebサイト内で3ページ

閲覧し、他のサイトに1ページジャンプし、再度元の

W e bサイトに戻ってきた場合、連続した行動ではあっ

ても、そのセッションは当該Webサイトにおいては二つ

に分かれているとされ、2ビジットとカウントされる。また、

一連のアクセス行動の中で新たにブラウザを立ち上げ

る場合も、セッションはブラウザ単位でカウントされるの

で、新たなブラウザは新たなビジットとしてカウントされ

る（ポップアップウインドウなどで自動的に立ち上がった

ページは、選択されなかった場合、通常ビジットにはカ

ウントされない）。

1413

1615

【技術解説 ：ユニーク・ユーザーのカウント方法】

ユニーク・ユーザーのカウント方法としては、主に以下の

三つの方法がある。媒体資料などでユニーク・ユーザー数

を表記する場合は、算出方法を明記することが望ましい。

①サーバー単位で、訪問した人のブラウザにcook ie※12

を振ることによってユーザーを特定しカウントする方法。

但しcookieの受け入れを拒否する利用者や、ロボットなど

プログラムによる自動アクセス※13などもあり、正確なカ

ウントは困難である。また、あくまでブラウザ単位のカウン

トであるため複数のコンピュータ、ブラウザからアクセスす

る人の重複をコントロールすることはできない。

②オーディエンス・メジャメント機関では、登録されたモニ

ターによるデータを用い、拡大推計によってユーザー規

模を算出する。cookieに基づくサーバー単位カウントに

比べるとユーザーの特定は正確であるが、あくまでモニ

ターの数値の拡大推計であるので、実勢値をここから推

測することは困難である。

③完全な登録制のサイトでは、不特定の訪問者は排除さ

れるため、登録者数＝ユーザーと考え、その登録データと

のマッチングによってアクセスしたユーザーを算出する

方法もとりうる。

【関連語 ：ユニーク・オーディエンス】

基本的には、ユニーク・ユーザーと同義。但し、登録制や

ＥＣなどのサービス利用者等の上位の概念として「ユー

ザー」を用いる場合、それとは区別する意味で、単なる

Webサイトの訪問者全数に「オーディエンス」の語を当

てる場合がある。

※9　リダイレクトページ

本来リクエストされたＵＲＬから、自動的に他のページにジャンプさせ

る中間ページのこと。ユーザーにとってみれば、1アクションで瞬時に

2ページ（以上）が読み出されることとなる。

※10　タイムローテーション

バナー表示の自動リロード。表示ページがそのままでも一定時間後に

新たなバナーが表示される仕組み。

※11　ポップアップのカウント

ポップアップウインドウ部分をページビューに参入するか否かは、媒体

社の判断によるが、一般的には広告のために開かれたポップアップは

ページビューカウントには算入するべきではない。

W e bにおけるアクセス・カウント単位の一つ。ある

W e bサイトにおいて、一定の期間内に訪問（アクセス）

した人のうち、重複を除いた数。延べ訪問者数（ビジット）

を期間内の平均訪問回数（フリクエンシー）で割った数

値。但し、ここでいう「人」は、あくまで登録モニターに

よる識別が可能な場合を除きコンピュータ単位の概

念である。この数値が、測定同時期のインターネット利

用者人口に占める割合がリーチである。

unique users（ユニーク・ユーザー） 
ユニーク・ユーザー数

※12　cookie（クッキー）

Webサイト提供者が、ブラウザを介して訪問者のコンピュータに一次

的に簡単なデータを書き込み、ユーザーの識別や認証、訪問回数の記

録のために用いるしくみ。

※13　ロボットによる自動アクセス

主に検索エンジンなどで用いられるＷＷＷを自動的にリンクをたどっ

て巡回し、データを収集するプログラム。高速なフルテキスト検索を可

能にする。

Copyl ight (社)日本広告主協会Web広告研究会／インターネット広告推進協議会
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媒体サイトのコンテンツと連動させた広告手法。サイトの

中の特定コンテンツページないしコーナーを広告主が

提供する「スポンサード型」と、広告企画として編集記事

調に広告をアレンジする「編集タイアップ型」があり、総称

して「スポンサーシップ広告」と呼ぶ。

またこの他に媒体社と広告主が消費者データベースを

共有するなど、広告表現のスタイルを超えた事業タイ

アップ型も存在する。

スポンサーシップ広告

Webサイトのページ内に表示される旗（Banner）型（＝長

方形）の形状を基本とする広告スペースで、特定のサイズ

（縦横を特定のピクセル数で規定された）をもつもの。ク

リックによって広告主の指定するサイトやページにリンク

される。画像ファイル（GIFファイル※14や、FLASHファイ

ル※15など）で表示される。特定のページに掲載期間を

保証するものや露出回数を保証するなどの広告掲載手法

がある。横468ピクセル×縦60ピクセルの「フルバナー（標

準バナーともいう）」や、横224ピクセル×縦33ピクセル

の「スモールバナー」などの標準規格が設定されているほ

か、比較的スペースが小さく、形状が正方形に近い「バッジ」

や「タイル」と称される広告もバナー広告のひとつである。

バナー広告Webにおける、アクセス・カウントの単位の一つ。Web利用

者の単一ブラウザ内の連続した行動を1セッションという。

したがって、特定のWebサイトにおける1セッションが1ビ

ジットである。

session（セッション）

【技術解説 ： セッションの分割・成立】

連続した行動であっても、あるWebページの読み出し

から、次の読み出しまでの時間が大幅に空いた場合、セッ

ションは途切れたものとして考えられる。この間隔は、様々

な調査機関によって定義されているが、一般に30分程

度の間隔が空いた場合、通常別のセッションとしてカウ

ントされるとしている場合が多い。

セッションは、読み出しの連続性に関わる概念なので、

この間回線の接続が途切れたとしても、上記間隔以内

に連続した行動が起きればセッションは成立している

という。
【関連語 ： バッジ・タイル】

バナー広告のなかで広告掲載スペースの大きさや形

状から、標準バナーなどと区別するために媒体社が広

告メニューの呼称としているもの。定まったサイズはな

いが、「バッジ」「タイル」とも縦横100ピクセル以下で正

方形に近い形状のものをいう場合が多い。

【TOPIC ：リッチメディア広告】

従来のネット広告と比べ豊かな（リッチな）表現力をもつ

技術手法を総称して「リッチメディア」という。「リッチメディ

ア」のなかには従来のバナー広告をFLASH、JAVA、

HTMLなどの技術を使って、GIFファイルによる表現では

できなかった「動き」や「インタラクティブな表現」を可能

にしたものの他、バナー広告の範疇を超えた「ポップアッ

プ広告」※16、「インタースティシャル広告」、「モーションピ

クチャー広告」などといわれるような広告スペースとして

独自のブラウザが立ち上がるものや、フルスクリーンで表

現されるものがある。

　関連語 ： インタースティシャル広告

特定のページを読み込む際に、表示されるまでの間にペ

ージの全面ないし一部に露出される広告手法。「すきま広告」

とも呼ばれる。FLASHなどの技術を使用して表現力の高

いリッチメディア手法のひとつとされている。

※14　GIFファイル

Graphics  In terchange  Formatの略。インターネットのWWW

でビットマップ表示を行うグラフィックス・フォーマットのひとつ。

※15　FLASHファイル（Macromedia  Flash  File）

Webページ上でアニメーションを作成するソフトウェア。FLASH形式

のアニメーションは、拡大や変形による画像の劣化がないほか、ブラウザ

側がもっていないフォントが表示できる、ファイルが軽いなどの特徴が

ある。ブラウザでの表示にはプラグインが必要。

※16　ポップアップ広告

Webページに比較的小さなブラウザを立ち上げて、広告を表示する手

法。ブラウザの大きさや、表示位置などは任意に設定できる。Webを閲

覧するブラウザの下に表示し、ブラウザを収納する際に目に触れる「ポッ

プアンダー（Pop-under）広告」もある。

広告スペース取引に関する用語
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広告の配信を事前了承したユーザーのメーリングリスト

から、ユーザー属性（性年齢・居住地・職業・関心のある情

報など）のセグメント項目で配信対象者を絞り込むことが

できるDM型のメール広告。ユーザープロフィールだけで

の配信対象者の選別が可能で、ユーザーが希望する情報

カテゴリーの広告配信を基本とする「オプトインメール」と

区別することが多い。

ターゲティングメール広告

事前に希望する情報カテゴリーのメールを受け取るこ

とを許諾した（＝オプトインした）ネットユーザーに対し

て配信するDM型のメール広告。希望情報カテゴリー別

の広告配信を基本としており、原則としてユーザーが希

望したカテゴリーの広告情報しか送られることはない。

希望情報カテゴリーのほかにユーザーの登録した属性（性

年齢・居住地ほか）から配信する対象者を選別すること

ができるものもある。

オプトインメール広告

【関連語 ： オプト・イン、オプト・アウト】

広告に限らず、ユーザーが希望するカテゴリーの情報を

受け取る許諾（パーミッション）行為（＝自主的にメーリ

ングリストに登録する）を「オプト・イン」と呼ぶ。

反対にこうしたメーリングリストからの脱退を「オプト・

アウト」と呼んでいる。

【関連語 ： ピュア・オプトイン】

オプトインメールのユーザー登録のために、ユーザーインセ

ンティブを付与しないで、純粋にユーザー意思のみで登録を

促す手法を「ピュア・オプトイン」と呼び区別する場合がある。

Webページのなかにテキスト（文字）による広告文を掲載

するもの。テキストをクリックすることで広告主の指定サ

イトへリンクする。

テキスト広告

一事業者が複数の媒体社のサイト（ページ）を広告配信対

象としてネットワークし、広告受注を請け負うサービス。

アドサーバー※17を保有して、複数のサイトへの広告配

信を一括して行うことができる。ネットワーク全体に広

告を配信する他、サイトをコンテンツカテゴリーに分けて、

カテゴリー別の広告配信や、広告掲載ページにアクセス

するユーザーのドメインなどによって配信する「ターゲ

ティング配信」などが可能なアドネットワークが多い。

一定期間に広告の露出回数を保証する「インプレッショ

ン保証型」アドネットワークと、広告露出によって得られ

るクリックの回数を保証する「クリック保証型」のアドネッ

トワークが存在する。

アドネットワーク

※17　アドサーバー

広告を配信するための専用サーバー。表示回数を保証するなど掲載

管理や掲載レポートを出力するなどの機能をもつ。

インターネットの電子メール機能を利用して、主にテキス

ト（文字）による広告文を配信する広告手法。定期、不定期

に発行されるメールマガジン、メール新聞の記事の中に

広告文スペースを設ける「コンテンツメール型」と、メー

リングリストに全文広告のメールを配信する「DM型」が

ある。またメール広告にはHTMLによる画像添付形式の

メール広告、さらに動画添付のメール広告（HTMLから

動画ストリーミングサーバーにリクエストがかかり動画

配信される）があり、広告の表現手法はテキスト（文字）に

よるものに限らない。

メール広告

【TOPIC ：メール配信数】

メール広告において、一回の出稿単位で配信されるメール

アドレスの数。通常媒体社が受信者不明などを除外する等

のリストメンテナンスを行い、媒体データとして随時発表し

ている。

Copyl ight (社)日本広告主協会Web広告研究会／インターネット広告推進協議会
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バナー広告素材を、アニメーション技法を使って制作す

る場合に一連の動きを繰り返すことを「ループ」と呼ぶ。

掲載ページを表示している間はアニメーションし続ける

場合は「無限ループ」という。掲載媒体がループの回数を

規制する場合もある。

ループ

バナー広告の表示の大きさを規定する天地（縦）、左右（横）

のピクセル数。

サイズ

広告素材のデータ量。キロバイト単位で容量制限がある。

容量

広告の表示を意味し、広告の表示回数を「インプレッション

数」という。現状では広告の配信サーバーでの広告画像の

リクエスト回数をもって「インプレッション数」としている。

インターネット広告の取引においては、サイトの媒体力の

指標としての「延べ閲覧ページ：HTMLファイルのリクエス

トを基準とした「ページリクエスト（ページビュー）」とアド

サーバーに対する広告のリクエストを基準とした「アドリ

クエスト（アドインプレッション）」とを区別している。

また表示（露出）についてその回数を計測する手段として

現状ではそれぞれサーバーへのリクエスト回数（コンテン

ツページに関してはページリクエスト［ページビュー］：ペー

ジ読み出し回数、広告に関してはアドリクエスト［アドインプ

レッション］：広告読み出し回数）をもってカウントされてい

る。実際にはユーザーのブラウザからリクエストがかかって

も、画像の表示に至らない場合や、逆にユーザーのPC上

に表示されていてもブラウザやプロキシサーバーのキャッ

シュ機能によるもので、サーバーへのリクエストによるも

のでない場合が考えられるが、現状では実際にユーザーの

PC上に表示された回数を計測することができないために、

このような上記基準をもって有効な計測手段としている。

インプレッション

ユーザーが広告に対して「クリック」行為によって別の

URLへの移動を要求すること。マウスを使ってユーザー

が広告をクリックすると、ほとんどの場合広告主が指定し

たサイト、または同一サイトの別ページにリンクする。「ク

リック」のカウントは移動する要求（リクエスト）の回数が

計測され、移動を要求した結果として移動すべきURLに

ユーザーが実際に到達したかどうかまでは保障されない。

クリックはWebサーバーもしくは広告サーバーがユー

ザーからのリクエストに応じてリンク先URLを配信する

プロセスに入った時点でカウントされる。

クリック（クリック数）

【関連語：クリックスルーレート（クリック率）】

広告に対するクリック反応のパーセンテージ。クリック回

数をアドリクエスト回数で割った数値。

特定の掲載スペースに同時期に複数の広告素材を掲載

するために、アクセスごとに別々の広告画像を送り出す手

法。露出回数を保証するために行うためや、同一スペース

に複数枠を設ける場合におもに行われる。掲載期間を保

証する場合でも、複数枠の掲載位置が平等になるように

ローテーションさせる場合もある。

ローテーション

Copyl ight (社)日本広告主協会Web広告研究会／インターネット広告推進協議会
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